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輪の動く範囲・正方形 

 

図１の１辺６㎝の正方形の囲いの周りを，半径６㎝の輪が動き回ります。輪が通過できる部分は，ドーナ

ツ状の図形になります。ドーナツ状の図形の周りのうち，図２のように内側の部分を内周，外側の部分を外

周とよぶことにします。また，円周率は３.１４とします。 

 

   図１                 図２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）輪が通過できる部分の内周の長さを求めなさい。 

 

（２）輪が通過できる部分の外周の長さを求めなさい。 

 

（３）輪が通過できる部分の面積を求めなさい。 
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輪の動く範囲・正方形（１）２５.１２㎝ （２）５０.２４㎝ （３）１５０.７２㎝２ 

 

（１）図①の太線部分になります。かげをつけたおうぎ形の中心角は６０度なので， 

６×２×３.１４×
１

６
×４＝２５.１２（㎝）です。 

 

  図① 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）輪の外周の一部分は図②のように，半径６㎝で中心角６０度のおうぎ形の弧と，半径１２㎝で中心角

３０度のおうぎ形の弧を組み合わせた形になります。図形全体では図③のように，図②の図形を４個組

み合わせた形となるので，（６×２×３.１４×
１

６
＋１２×２×３.１４×

１

１２
）×４＝５０.２４（㎝）

です。 

 

   図②                     図③ 
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（３）図④のＡとＢを４個ずつ合わせた面積から，図⑤のＣとＤを４個ずつ合わせた面積を引けば，求める

ことができます。 

 

   図④                    図⑤ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   Ｂは，図⑥のようにＤとＥに分けることができます。ここで，Ｅを逆向きにして図⑦のように正方形

の内側に移動させると，図⑦において正方形からＥを引いた残りの部分の面積が，図⑧の正方形からＣ

を引いた残りの部分の面積と等しいことが分かります。よって，ＥとＣの面積は等しく，Ｂの面積は，

ＣとＤの面積の和に等しくなります。以上より， 

（Ａ＋Ｂ－（Ｃ＋Ｄ））×４＝Ａ×４＝１２×１２×３.１４×
１

１２
×４＝１５０.７２（㎝２）です。 

 

   図⑥                      図⑦         図⑧ 
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